
 

ふくおか“きずな”フェスティバル 

子育てイベント等助成金交付要領 

 

 

                              平成２７．１０．１ 制  定 

 

（目的） 

第１条 福岡県社会福祉協議会（以下「県社協会長」という。）は、ふくおか“きずな”フェスティバ

ル（以下「フェスティバル」という。）実施事業のうち、県内の子育て支援団体と共催するイベン

トについて、当該参画団体に対し、この要領の定めにより、予算の範囲内でフェスティバル子育て

イベント等助成金（以下「助成金」という。）を交付する。 

 

（助成対象事業） 

第２条 この助成金の交付対象となる事業（以下「助成対象事業」という。）は、フェスティバルにお

ける「子育てイベント」と「読み聞かせ」とする。 

 

（助成対象経費） 

第３条 この助成金の交付対象となる経費（以下「助成対象経費」という。）は、助成対象経費項目（別

紙）に掲げる経費とする。 

 

（助成金額） 

第４条 １団体に対する助成金の限度額は、「子育てイベント」においては４５，０００円、「読み聞

かせ」においては２５，０００円とし、助成対象経費の合計額と限度額のいずれか低い金額を助成

金額とする。 

 

（企画の申請） 

第５条 申請者は、県社協会長が別に定める日までに、参加申請書（様式１）に次の各号に掲げる書

類等を添えて県社協会長に提出するものとする。 

 （１）企画書（様式２） 

 （２）予算書（様式３） 

 （３）その他県社協会長が必要と認めるもの 

 

（審査及び採用団体の決定） 

第６条 前条の規定に基づき提出された参加申請書等の内容については、フェスティバル実行委員会

（以下「実行委員会」という。）が審査をし、その結果を踏まえ、県社協会長が助成事業実施団体

を決定する。 

 

（助成対象事業の内容等の変更） 

第７条 助成事業実施団体が助成対象事業の内容等を変更しようとするときは、予め県社協に連絡を

し、必要に応じて文書で県社協会長の承認を受けなければならない。（様式７） 

 

 

 



（実績報告） 

第８条 助成事業実施団体は、助成対象事業が完了した日から起算して３週間以内に、実績報告書兼

請求書（様式４）に次の各号に掲げる書類等を添えて県社協会長に実績報告しなければならない。 

 （１）精算書（様式５） 

 （２）その他県社協会長が必要と認める書類 

 

（助成金額の確定・交付） 

第９条 県社協会長は、前条の規定による実績報告書兼請求書（様式４）を受理後、その内容を精査

し、適当であると認めたときは、請求額を助成金の額と確定し、速やかに助成金を交付する。 

 

（助成金の概算払い） 

第 10条 助成対象事業の円滑な遂行を図るため県社協会長が必要と認める場合は、前条の規定にかか

わらず助成金の一部又は全部を概算払いすることができる。 

２ 助成事業実施団体は、助成金の概算払いを受けようとする場合は、助成金概算払請求書（様式６）

を、県社協会長に提出しなければならない。 

 

（助成金交付の変更等） 

第 11条 県社協会長は、助成事業実施団体が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、助成金

交付の取り消し、又は既に交付した助成金の全部若しくは一部の返還を命じることができる。 

 （１）この要領に違反したとき 

 （２）助成金の交付決定の内容又はこれに付された条件に違反したとき 

 （３）偽りその他の不正手段により助成金の交付決定を受け、又は助成金交付を受けたとき。 

 

（関係書類の保管等） 

第 12条 助成事業実施団体は、助成対象事業に係る収入支出の帳簿及び証拠書類を整備し、助成対象

事業の終了した日の属する年度を含め４年間これを保管しなければならない。 

 

（その他） 

第 13条 この要領に定めのないもののうち必要な事項については県社協会長が別に定める。 

 

   附 則 

 この要領は、平成２７年１０月１日に制定し、同日から施行する。 

 

 


